
 

 

 

 

捨て育ち～自ら気づくこと、学ぶことの大切さ 

 先日、薬師寺などの再建を手がけた、宮大工の小川三夫さんという方の講演を聴く機会がありま
した。その中で、小川さんは、「捨て育ち」ということを言っています。 
皆さんの中には、学校で先生に教えてもらおう、知識を与えてもらおうと、受け身で待っている人
も多いと思います。 
しかし、小川さんは、宮大工の弟子たちへ常日頃、次のような接し方をしているそうです。 

「自分たちの仕事は、弟子に教えるということはほとんどないんですが、教えることがただ一つあ
るのは、『刃物を研ぎなさい』ということ。刃物研ぎだけです。それをやっているうちに、より研

ぎ澄まされた人の刃物は、他とどう違うのか、ちょっとした違いが感じられるようになってきます。 
大事なのは、気づくか気づかないかそれだけです。 
学ぼうと思う雰囲気があれば、人はその中で、手取り足取り教えなくても、気づくこと、学ぶこ

とができる。その雰囲気が、いちばん大切なんですよ。」と言っています。 
つまり、どんなチャンスがあっても、自ら学ぼうとする気持ちがなければ、人は育たない、進歩し
ないということです。そして、その雰囲気を作ることができれば、放っておいても人は、自然と育
つというのです。 
「捨て育ち」というのは、見放すのではなく見守る、自分の姿を見せることで、師匠や先輩たち

が、ああなりたい、あんな人になりたいという、あこがれる存在となることなのです。 
さあ、二学期は、体育大会や文化発表会など、みんなで創り上げていく行事の多い学期です。みん
なで、「より良いものをつくろうと思う信念」をもって、学校全体で雰囲気作りをしてください。
それが、成功に結び付くと思っています。 

そして、上級生は、下級生にあこがれられる存在として、模範となる姿を見せてください。 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《令和４年１０月以降の予定》 

１０月 ４日（火）生徒会役員選挙運動開始 

１０月 ５日（水）スクール救命士（２年生） 

１０月 ７日（金）生徒会役員選挙立会演説会・投票 

１０月１１日（火）英検 IBA 

１０月１２日（水）あいさつ運動 

１０月１９日（水）芸術鑑賞教室（１年生） 

１０月２１日（金）規範教育、生徒会新旧交代式 

１１月 ３日（木）文化発表会 

※新型コロナウイルス感染症等の影響により予定が変更になることがあります。 
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【今後の主な行事予定】 

８月２６日（金）始業式、シェイクアウト訓練 

        家庭教育学級・枝光北補導 

８月２９日（月）課題テスト 

９月 ２日（金）枝光北補導 

９月 ４日（日）夢二まつり 

９月２０日（火）２１日（水）中間考査、避難訓練 

９月２２日（木）体育大会練習開始、枝光補導 

１０月１日（土）体育大会 

１０月３日（月）振替休日 

<夏休みの活躍> 枝光台中生の夏休みの頑張りを紹介します。 

中体連 陸上部 田中澪花 女子 100m 九州大会（大分県）、全国大会（福島県）出場 

    剣道部 団体市内大会出場 個人、犬丸天斗 大田黒琉斗 市内大会出場  

    水 泳 上野光輝 男子 100m バタフライ 県大会出場    

中文連 全国中学校総合文化祭が、北九州市で開催されました。本校からも実行委員として、ステージ部門の司会

進行や受付などの業務を生徒会執行部や音楽部の皆さんが行いました。 

展示部門では、本校生徒の作品が書写展や美術展に出品されました。 

8/18 全国中学校総合文化祭に展示さ

れた、北九州市内の条幅作品。 

8/22 夏休み期間中も先生方方が集

合して、研修を行いました。 
8/26 陸上部、九州大会全国大会出

場記念の横断幕が完成しました。 

8/18 左が沖縄県の作品、右が札幌市

の作品、全国から出品されました。 


